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要旨 

本研究は、日本語の副詞「割と」と「意外と」を対象とし、両語が共有する「予想との

比較」という意味的基盤を踏まえつつ、その用法上の差異をコーパスに基づいて明らかに

することを目的とした。従来、両語は辞書や先行研究において「思っていたよりも」「予

想に反して」といった共通の意味で説明されることが多く、学習者にとっても意味が近い

捉えられやすい表現であった。しかし、実際の使用においては、両語が用いられる修飾対

象や評価のあり方などには違いが存在する。本研究では、『現代日本語書き言葉均衡コー

パス（BCCWJ）』から抽出した「割と」151 例、「意外と」289 例を分析対象とし、文中位

置、修飾対象、文末表現、評価極性、後接する形容詞の意味傾向など複数の観点から両語

の使用実態を検討した。 

まず、文中における位置の分析から、「割と」は主として状態性をもつ語の直前に置か

れ、程度を修飾する副詞として用いられる傾向が強いことが明らかになった。これに対

し、「意外と」は状態性をもつ語の直前に加え、主語の前や文頭に現れる例が相対的に多

く、命題全体を「予想に反する結果」として評価する機能を持つことが確認された。この

違いは、「割と」が程度を修飾する副詞であるのに対し、「意外と」が事態全体への評価

をする副詞として機能しやすいことを示している。 

次に、修飾対象に着目すると、「割と」は基本的に程度をあらわす状態性をもつ語を修

飾する用法が中心であった。一方、「意外と」は状態性をもつ語に限らず、事態そのもの

や類型判断、可能性判断など、必ずしも程度尺度を前提としない内容を修飾する例も見ら

れた。 

文末表現との共起分析からは、「割と」が「～と思う」と結びつきやすく、話者個人の

判断や印象を控えめに提示する表現として用いられる傾向が確認された。これに対し、

「意外と」は「～ものだ」「～かもしれない」といった形式と共起しやすく、意外な事実

を一般化したり、可能性として提示したりする働きを担っていた。このことから、「割

と」は評価をしつつ程度を修飾するのに適した副詞であり、「意外と」は話者の驚きを含

んだ認識を、他者と共有可能な形で提示する副詞であると位置づけることができる。 

評価極性の分析においては、「割と」がプラス評価および中立評価に多く用いられ、マ

イナス評価には用いにくいという傾向が確認された。特に、「割と」がマイナス評価に用

いられる場合でも、その評価は社会的に共有可能な尺度に基づく穏当なものであり、話者

の強い否定感情を直接表す用法はほとんど見られなかった。これに対し、「意外と」はプ

ラス・マイナスいずれの評価にも用いられ、評価の方向性に制約が少ないことが明らかに

なった。 

さらに、後接する形容詞の分析からは、「意外と」が数量や規模などを表す形容詞と高

頻度で共起し、事実認識における意外性を表す用法が中心であるのに対し、「割と」は評

価的・性質的な形容詞と結びつきやすく、人物や事物に対する評価を示す傾向があり、特

に話し手自身のことに言及する場合にも用いられやすいことが確認された。これらの結果

は、「割と」は多くが内向きの自分のことの相対評価を、「意外と」が外界に対する認識

の転換を表しやすいという両語の機能的差異を、形容詞の共起傾向という観点から裏付け

るものである。 

以上を総合すると、「割と」は、話者自身の評価を控えめな程度を示す副詞であり、判
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断を控えめに提示する場面に適している。一方、「意外と」は、予想に反する事態に対す

る驚きや再認識を表しやすい副詞であり、その意外性を他者と共有するための表現として

機能しやすい。両語の使い分けは、単なる程度の強弱ではなく、評価の方向や、話者が何

を前景化したいか（程度か、意外性か）などによることを考察した。 
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